
大気環境学会 気候変動研究会 令和5年度研究集会

趣旨説明

ご講演
1. 大規模アンサンブル気候情報が示す日本域での高温の将来予測

伊東 瑠衣 氏（海洋研究開発機構 地球情報科学技術センター）

2. 熱関連超過死亡：これまでの成果と今後の方向
本田 靖 氏（国立環境研究所 気候変動適応センター）

3. 熱中症の現状及び将来とその対策動向
岡 和孝 氏（国立環境研究所 気候変動適応センター）

4. 救急搬送者を一人でも減らすための熱中症対策
楠本 直樹 氏（吹田市 環境部 環境政策室）

総合討論

n 日時 2024年2月2日(金)13:30-15:30
n 方式 オンライン（Zoomウェビナー）
n 申込先 https://forms.gle/4F7rDsvDdQxG98Q5A

(申込み〆切: 2024年1月25日(木))

n 参加費 無料

本研究集会は、環境省・ERCA「環境研究総合推進費1-2307 極端高温等が暑熱健康に

及ぼす影響と適応策に関する研究」に係る国民との科学・技術対話も兼ねています。

プログラム

世話人連絡先：
栗林 正俊 （長野県 環境保全研究所）

kuribayashi-masatoshi-r@pref.nagano.lg.jp
足立 幸穂 （理化学研究所） sachiho.adachi@riken.jp

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfngUKJM7yTBgHdWbx-ugMFdpmN-eTpdBiT1QWVkOxQGRxirw/viewform

